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v 

.>
だ
が
>-
ラ
シ
：.ス
.費
本
主
義
と
^
わ

ず
|

生
義
'ニ
''
般

が

も

：は

や

 

も
じ
難
い
危
機
に
直
面
し.つ
：つ
ぁ
る
こ
と
を
亲
し
：定

の

ば、

-
.^
ー一
 
九 

苹
以
來
の
：世
界
恐
慌
：で
ぁ
っ
た
。
.
資
本
主
義
が
今
や
そ
の
へ
齋
退
期
に
ぁ
る

 

こ
と
を
身
を
似
て
感
，じ
た
も
の
は
ひ
と
り.

y

ル >
;
ス

.
主

義

者

の

み

で

は

 

な
い
。

ロ
ン
ャ
取
命
の
着
實
な
發
展
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
.の
.か
つ
：て
な
い
猛
威
 

は
フ

ラ

ン

ス

の

資
本
家
階
級
に
と
つ
て
•ク

H
'

つ
の
惡
魔
彳
と
な
つ
た
。

フ
ァ
シ
ズ
ー
ム
の
た
起
か
い
ね
脆
く
も
敗
れ
た
ア
ラ
ゾ
ネ
は
、
資
本
家
的
な

 

刺
臀
の
た
め
於
そ
の
觀
統
あ
る
自
幽
を
捨
て
て
ナ
チ
と
妥
協
し
た
こ
と
が

 

い
か
に'

フ
■ラ
，̂.
ス
ん
民
の
.名
響
を
.傷
っ
け
た
か
は
今
更
い
.ぅ
ま
で
も
な

 

い
0
ナ
チ
^
屈
從
し
て
'か
ら
の
.フ
.ラ
ン
ス
人
民
の
生
活
は
極
度
に
お
し
さ

 

げ
ら
.れ
、
.坐
靈
は
賃
金
を
■こ
え
る
に
至
り
勞
働
條
件
は
益
々
_
化
し
て

 

い
，つ
た
。

1.

九
四
四
牢
を
も
つ
て
フ
ラ
シ
ス
勞
働
史
の
筆
を
お
く
に
當
り
、

 

ク
チv

ス
キ
ー
呔
最
狻
に
グ
願
わ̂

i

こ
の
悲
し
い
數
年
の
後
、'フ
ラ
.-
 

ン
.ス
.
.の
人
民
ガ
：苦
し
み
ヵ-^
解
放
さ
れ
て
ょ
り
多
く
 

由
を
、
~そ
し
 ̂

ょ
.
.
.
^
多
く
の
紙
缀
と^;
蹰

'>
.を
受
け
.ん
こ
.
'と
を
.ガ
と
祈
つ
.て
-V
.
る
0
.
.
.

:
■/
£
が
ヒ
ッ
i

フ
ー
が
_

ん
で
七
¥

、
.ょ
ぅ
や
.く
フ
ア
ダ
ズ
：A
か
ら
解
放 

さ
れ
た
は
ず
の.フ
.みV

.

ス
が
哥
取
備
に
狂
奔
す
るダ

自
r:
t
l
:諸
國
ガ
.
の
一
 

肩

と

し

，
て

、
琅

し

.て
>今
ク
ょ
り
多
く
の
自
申
と
繁
榮
と
そ
し
て
幸
福
と
を
；

 

得
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
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と

.
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”
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. 

v 
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.
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z
i
n
k
i
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v
g
a
u
r
i
c
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-̂Asla a
n
d

ch
ts
f
e 

晷

.

h
o
w
d
o
n
,

 

1
9
5
1
'
p
p
'
i
.

,
■
'
'

,

.

矢

內

'
原
，

：
'■
勝

.
:.

■.
.
'
.
ぐ
* 

、
 

• 

■ 

. 

J 

.

.

.

r

•今
世
紀
：の
歷
史
を
孤
學
る
時
、
最
近
十
年
間
の
.主
要
.な
事
件
は
.ョ
.丨 

■.口
ッ
パ
に
起

.■っ

.た
戰
&
で
.も
變
化
で
も
な
':
<
、
.ア
，ジ
ア
に
お
け
る
出
來
亊
 

.

.

.

.
で
.あ
る
襯M

思
わ
れ
る
O
J本
書
.の
著
溝
、ジ
ン
キ

>
が

自

ら

序

文

の

_

頭

 

に

述

べ1,
い
る
よ
ぅ
に
、
ア
ジ
ア
は
今
や
、
ア
ジ
ア
人
ば
か
り
で
.な
く
、

:

西&

人
に
.と
.っ
，て
.も
國
際
政
治
上.の
キ
イ
•.ボ
イ
ン
ト
と
し
乂
浮
び
上'o
 

.

.

.
て
來
；て

.1
>
る
。
か
つ
て
.In

d
i
a

..»

ciivii 

gCD
»-
î.
§
 
の
一
員
で
あ
り
、

•今
な
お
.イ
X

Kで
働
^
っ
：
っ

あ

る

ジ

ン

キ

シ

、
の

眼

は

、
し

た

が

.
っ
て
イ
ン

 

,

ド
^
よ
り
多
く
法
が
れ
て
い
る
：と
ほ
污
い
な
が
ら
、
，凍
南
ア
ジ
ナ

 

'

艽
五
り
、
：1
|
1
洋
と
の
接
觸
に
よ
り
こ
れ
ら
の
地
域
が
い
か
に
變
化
し
て
來

 

-^
か
、
%
f
o--
L
て
い
か
に
變
化

':
1
.て
行
く
か
、
又
變
化
さ
せ.<

-f
r;か
な
け 

'

れ
：ば
な
ら
な
い
か
が
、

：1

英

國

人

の

立

場

，か

ら

直

裁

.に
、
興
味
深
く
綴
ら
一

- 

v

 ̂

::
:
:̂
'
:
.
.
•'
:,
:
:

:
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、
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, 

L
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>

本
靨
の
特
色
'の
第
一
は
そ
の
構
成
に
あ
ろ
ぅ
。

「

イ
ン
ド」

、r

イ
ン
，ド 

.
の
豫
測」
、「
ビ
ル
マ」

、「

シ
ナ」

、「

ジ
ャ
パ」

、
I

」

、r

マx

イ」

、

; 「

フ
ィ
リ
ッ
VヒX

群
鳥」

、「

タ
イ」

、「

日
本」

'の
谷
地
域
が
獨
立
の
章
と.
 

、
し
て
取
扱
わ
れ
な
が
ら
、
そ
の
間
に
、

T

策
洋
の
‘村
落
ど
西
作
の.都
市
.

」

、 

「

ア
ジ
ア
の
農
跖
世
界

」

、「

生
活
水
^J

、
T

崩
壊」

、「

革
命」

、r

帝
國
主 

義J
、
「

複
合
社
會」

、「

宗
教」

.、

.

「

新
ア
ジ
ア」

、
.

「

資
本
と
技
術」

、r

國
家 

ケ
役
離」

、「

不
足
條
件J 、

「

防
衞」

の
諸
問
題
が
章
别
に
解
明
さ
れ
て
い
 

^
0
,こ
れ
ら
の
韋
と
、
附

錄

の

「

ア
ジ
7
.贸
易」

、
f
Tジ
ア
.と
ド
ルJ 、 

更
に
序
文
と
あ
と®

;

ア̂
ジ
ァ
.地
域
一
股
に
共
通
な#
特

姝

テ

ー
;
マ
で

 

あ
り
.、
そ
れ
ら
を
地
域
別
の
記
述
と
密
接
な
關

i

を
保
ち
な
が
ら
展
開
さ
 

せ
て
ゆ
く
著
書
の
腕
前
はa
事
で
あ
％

し
か
し
こ
こ
で
は#
章
を
始
め 

か
ら
順
序
に
從
つ
て
忠
實
に
追
ぅ
こ
と
を
止
め
て
、
著
書
の
見
解
.の
裡
か

 

ら
と
く
に
興
味
あ
る
若
干
め
觀
を
摘
出
し
で
論
じ
る
こ
と
^

す
る
。

.

.
••
一
 

\ 

.

.

*

.

.•
'

.

«

✓

. 

:

.

.西
洋
文
明
が
都
市
に
坐
れ
た
の
に
反
し
、
策
洋
の
社
會
的
莪
盤
は
村
落

 

で
あ
る
。
ア
ジ
ア
は
扣
と
も
と
農
業
社
會
で
あ
り
、
小
土
地
經
營
>
劣
惡

 

な
技
術
は
ヽ
そ
の
低
生
產
性
を
餘
儀
な
く
さ
せ
な
が
ら
も
、
自
給
_
足
的

 

經
濟
社
#.
を
形
成
し
ゥ
停
澈
的
で
は
あ
る
が
ブ
應
人
ロ
と
生
產
カ
の
間
に

 

v<
ラ\ 

X
.
の
と
れ
だ
、
そ
办
意
味
で
ぼ
幸
福
な
農
民
社
會
で
あ
つ
た
と
い

 

.

え
：
る

。
.西
滗
せ
の
接
觸
は
必
然
的.&
1
の
社
會
を
.根
抵

.か

ら

搖

ヵ

動

が

し

 

だ
。
，

cp.’s
a

こ

れ

：に..ょり
.ア
ジ
ア
の
農
業
社
霞
最
近
數
十
铝
間
に
そ

 

の
停
滯
蚀
を
破W
れ
、
動
態
的
に
は
な
つ
：た
が•、
.そ
れ

は

生

活

水

準

.の
高

度

化

々

た̂-
ざ

ず
Y
.
.
が

え
.つ
て
®

化

は

益
.々そ
の

度

を

加

え

た

.
の
で

.

.

.

.

.ゼー

；タ
：ス
-.
-
ジ
ン
ギ
シ「

ァ
ジ
ァ
.と
四
洋」

,

^

あ

る
0
霞

化

：の
第
ー
_の
原
因
は
過
剩
人
ロ
冏
題
で
.あ
る
0
列
洋
の
知
_
 

.
は
ア
，
ジ

ア

の

飢
.餓
と
疫
病
を
減
少
%
.せ
、
.か
っ
；.て
の
苋
洋
社
會
の
人
ロ
增
：
 

加
に
對
す
る
マ

ル

サ

-X

的
チ

H

ッ
ク
：を
除
虫
し
た
。
資
本
主
義
發
生
期
に 

:

お
け
る
.苴
大
な
人
口
增
加
に
對
し
て
、
西
洋
で
は
移
民
を
吸
收
す
べ
き
新 

‘

大
陸
と
爆
村
過
剩
人
.ロ
.身
吸
收
ず
ベ
ぎH

業
が
存
在
し
た
。
.
.し
か
'る
に
今 

.
日
.吖
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
既
に
餘
分
の
土
地
は
な
く
、
.日

本

を

除

い

.て

は 

'

H,

場
も
ま
だ
殆
ん
^'
建
設
さ
れ
て
い
•な
•い
。
西
洋
流
の
私
有
財
產
制
度
の 

.
、移
植
は
地
主
と
'金
貸
業
者
の
地
位
を
有
利
.に

し

た

。

貨

幣

經

濟

と

市

場

'生 

產
の
導
人
は
農
民
の
負
债
を
增
加
し
、
農
民
は
自
作
よ
り
小
作
へ
、
小
作 

よ
り
勞
働
者
べ
と
轉
落
し
て
い
つ
た
。
し
か
も
土
地
な
き
民
に
仕
辦
を
興 

え
る
べ
き
工
業
は
未
だ
發
展
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

■•
.

:

' 

.苋
洋
貧
困
化
の
第
二
：の
原
因
は
西
洋
に
よ
つ
て
加
え
ら
れ

.た
値
擊
で
あ
. 

&
。.
そ
れ
は
ご
.つ
の
形
態
に
お
い
て
冉
い
農
民
社
會
の
安
锘
を
破
壊
し

 

' 

_
た
。
卽
ち
、
、
西
洋
社
會
の
富
は.、
東
洋
に
對
し
.て
そ
の
低
い
生
活
水
那
抹

 

神
の
意
志
の
結
果
で
は
な
く
.て
ぺ
自
ら
の

^

^

の

非
能
率
性
によ
る

本

の
 

.
で
あ
る
V
Jと
を
ー71
>し
%

箜
ー
の
形
態
は
西
洋
が
苋
洋
に
生
塵
の
新
方
法

 

ば
か
り
で
な
く
、
思
考
の
新
樣
武
を.導
入
し
た
こ
と
で.あ
る
:°
,ほ
2
、
進 

步
、
>
 等
、
變
革
と
.い
ぅ
よ
ぅ
な
思
想
は
衆
洋
人
の
精
神
生
括
を
攪
亂
.す

 

ノ
る
に
十
分
な
製
素
だ
つ

'た
の
で
あ
る
？
 

. 

V 

:

.:

.

:

,
 

:'
.と
の
よ
ろ
に
ん
て
東
洋
社
會
は
崩
壊
に
細
し
.て
い
る
。
：：そ
の
直
接
的
表
 

'

現
は
生
活
水
準
の
低
下
に
外
な
ら
令
い。' こ
れ
を
救
、ぅ_
'
1の
道
は
、
.着 

:
渚
に
よ
れ
ば
西
洋
化
の
推
進
で
あ
る
。
例
え
ば
、
；日
本
の
反
常
收
贤
が
他

• 

;

:

.

六

九

，
0
一
一
 
八
九〕

-
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vlnw

摩

.#
:
雜

ぞ
^

■■

-.

の
；ァ
ジ
ブ
諸
地
域
.と
比
較
し
て
著
し
く
务
い
原
因
は

、

他
の
地
域
が
依
然. 

:ど
し
て
古
-\
,
>農
|

法̂
钇
續
け
心
.い
る
0-
に
.對
し
て
、
..日
本
ば
西
洋
科
學 

^:
ょ

.^
衝
p
fc
f 

4變
革
し
'た
農
業
方
法
を
と
つ
，ズ
い
る
か
ら■で
あ
^

。
.
,

.

:
C
F
.

 

3o.
>:

ぞ

し

(
て

^

乂

ー

次

の

太

ぅ

& -
と

と

枣

論

じ

て

.い

る

0 
-郎

ち

、
資

本

. 

と

創

意

の

木

觅

が

ア

ジ

ズ

の

齋

具

を

厫

始

的

な

も

の

に

止

ま

ら

せ

た

。

こ 

め

ゼ

ぅ

於

遒

毋

を

以

て

し

で

は

耕

怍

商

積

は

一

家

族

に

ょ

つ

て

經

營

さ

れ
 

る

壊

に

霸

&

限

さ

れ

る

、

と

。
'op

.

 

l
s
>

、

し

か

し

我

々

が

何

故

日
 

■本

農

槳

に

資

本

家

的

大

經

營

$
行

わ

れ

な

：い

が

を

考

察

す

る

時

、
.著

者

の

. 

m
解

ど

は

逆

に

S
.
.
.
'

經

營

規

摸

が

小

さ

.い

故

.に

機

械

が

導

人

さ

れ

な

い

こ

と
 

を

見

出

す

0

條

統

的

な

衆

洋

農

業

社

會

に

對

す

る

單

な

る

西

歐

的

資

本

と
 

.技

術

の

導

入

だ

け

で

は

、

策

洋

社

會

を

崩

遞

が

ら

救

ぅ

ご

と

が

で

き

な

い
 

ど
と
を

指

摘

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

.い

で

あ

ら

ぅ

0 

.
■
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S

.
ト

奢

考

に

ょ

れ

ば

'、
蒂

國

主

義

的

撺

取

に

.は

尤

别

し

5

ー
ー
づ
‘の

截

味

が

ぁ
 

s
o 

(
F
.

 

63.
费

1

に

、
ァ

•ジ

T

- A
.
は

、
'
:
2
1
:已

の

文

明

は

資

本

と

薊

意

と

社
 

#■
秩

序

に

虹

i

 

3

時

不

利

を

蒙

つ

で

い

を

、

.從

.つV

西

洋

の

生

学
 

る

ぼ

出

'競

#

は

公

正

で

あ

：る

こ

.

.と

は

で

き

な

い

と

.感

じ

て

.い
％

ナ

ジ

ナ

r 

.
'人
に
と
づ
て

.の

最

惡

の

# .
耿

.は

>
そ

.の

社

會

^

^
崩

れ

た

堤

.防

，を

以

て

西

. 

洋

'匕

の

咐

し

：.ょ

_せ
'.て

.く

る

.潮

に

.直

面

さ

.せ

.^'
-'
と

に

^ -
.る

自

^
放

.任
か

..ら
 

-
歸

結

ず

る

'
。
V
第

一
E
.
.
r
西

洋

め

苋

竽

に

對

す

ふ

澉

柙

U

ょ

づ

七

、

盗

社

食

, 

於

ぞ

の

资

源

を

1
大

眼

に

科

用

ず

る

こ

と

.に

な

石

の

ば

、
'
全

社

會

の

刹

益

'

'
■

■
' 

s 

. 

.七

.
0
. 

C
H

 
九 

S

 

'

• 

P.

あ
り
、.
-
.
の
ヶ
ー
キ
の
大
き
さ
の
增
大
が
激
益
で
あ
石
こ
と
'に
つ
い
て 

.

.は
問
題
な
い
？
問
題
は
そ
，の
分
前
た.る
.ー
片
の
大
き
さ.に
あ
る
0
新
-1
.
い 

.

.

.
富
が
.一
階
級
、
或
い.は
.一.國
の
み
に
歸
腾
す
る
時
は
、
他
の
階
級
、
.他
の 

.
諸
國
は
、'
.絕
對
的
に
は
ょ
.り
贫
困
に
な
ら
な
く
て
も
相
對
的
に
は
そ
ぅ
感 

'

じ
る
。
ir
l
:キ
そ
の
も
の
が
大
き
く
な.つ
て
.、
し
か
：も
同
時
.に
原
住
段
の 

分
前
の
1一
片
が
ょ
り
小
さ
く
キ
つ
た
場
を
、1̂
1
題
は
な
お

‘一
M
mc :
。
第 

•

Hに
帝

國

主

爵

霞

は
W
い
文
明
の
巧
ラ
ゾ
ス
め
破
壊
を
羅

西

洋

の

貧

本

ど

按

術

の

.進

出

に

.遒

つ

て

、

識

生

す

べ

く

圆

串

し

.つ

つ

あ

る
 

■.
新

ァ

ジ

ァ

企

業

.に

對

し

て

'、

日

本

を

除

い

て

は

い

が

な

^-
保

護

.も

援

肋

も

，
 

な

さ

.れ

な

か

づ

：た

の

で

お

る

0

.

.

ン

こ

の

r

ぅ

な

帝

國

主

義

的

搾

职

の

解

明

：に

.ぼ

、

觅

に

不

等

價

交

換

间

題
 

1

.の

«)
:
-
-5-
'
な

辄

論

^ '
分

折

が

附

加

'さ

れ

な

げ

れ

ば

な

ら

な

い

と

思

ぅ

.0
し

か
 

.
じ

そ

れ

は

ど

%-
か

.く

と

し

.て

ヴ

以

下

の

著

密

の

思

解

は

極

.め

て

獨

自

め

も
 

.
み

で

あ

る

6 
バ
'

V
パ

.
V
.
V
.
.

'.
.:

ァ

、ジ

.！<
r-
對

す

る

西

洋

め

.雛

擊

は

壓

倒

的

な

物

質

'的

優

勢

で

あ

つ

た

。

'

：

し

：か

し

そ

？

背

後

に

窗

洋

の

政

治

的

且

つ

料

學

的

襲

、

更

：に

I

神
 

的

潮

^

^
 

み

の

：で

* '
%

:
十

九

做

紀

に

西

徉

が

觉

洋

に

も

た

ら

し
 

'著

一

づ

办

懷

发

が

信

仰

、

卽

_
匕

繼

續

的

が

^

^
的

進

涉

の

.可

能

性
^-
對
 

'す

M
信

仰

® 'T

つ

^
勝

度

蚤

伴

.つ

.た

。

'第

.'一

抵

權

を

ょ

り

高

い

生

活

に
 

迄

1̂
4
け

ょ

ぅ

と

切

尤

.で

や

ま

ぬ

貧

敎

師

の

废

度

.で

.'あ

り

、

第

亡
 

:の

利

益

.と
な

'务

.じ

と

ば

社

會

の

摘

失

ヒ

な

る

赞

は

な

い

-ど

い

ぅ

假

定

の

上
 

^
寶

源

を

搾

取

^
ょ

ぅ

と

切

敏

す

養

業

家

の

.態

度

で

ぁ

る

0
兌

，

M

S

.

.宣
敎
師
の
！

I

度
：に
つ
い
て
は
ィ'/
ド
.に
.お
.け
る
ィ
ギ
：リ
ス
.が
最
岛
の
例
で 

.あ

.
 ̂

/
赞
業
家
ー
の
態
度
に̂
い
ズ
は
滿
洲
に
ぉ
け:|
>
日
本
が 

'最
i
の
.例
1
あ
る
。
' ィ
ン
;)
*
で
‘议
西
洋
精
神
が5
ま
く
理
解
さ
れ
キ
，
， 

•

チ
さ
れ
た
。
' 

H
本
は
西
洋
の
：精
神
的
自
出
は
故
麗.に
之
を
担
杏
し
、
物
質. 

>•
■',
的

技

術

：
？
み

を

則

き

繼

：：い

だ

。

^

.<0
4〉

.し

.た
が
カ
て
そ
の
日
本
が
帝
國
：

.

生

義

國

: h
-.
L
て

：蕺

_
い

朝

鮮

、
，或

い

は

滿

洲

U

立

ち

規

わ

れ

た

時

ノ

最

も

' 

.

..
诰

酷

な

帝

國

主

義

的

搾

取

が

行

な

わ

れ

た

。

.ヶ

1
キ

は

大

き

く

な

つ

た

。
：
 

.
し

か

し

原

住

人

の

分

前

の

：，1:

片

は

办

え

つ

て

小

さ

y

炎

つ

た

0
,我

.々
.は

顧
 

.
ヽ
洲
に
お
い
て
、

^
業

家

が

宣

激

師

に

ょ

々

て

完

全

：に

妨

げ

ら

也

な

け

れ

ば
 

.

何

を

な

し

得

る

.か

を

み

る

.こ
と
が
で
き
る

0

,-
o
p
* 

l
co
s

y
之

に

反

し

て

ィ
 

.ギ

リ

ス

は

ィ

ン

ド

に

四

洋

自

s

文

明

の

.本

質

的

變

砂

を

移

植

す

る

こ

と

に

.' 

成

功

し

た

。

■西

徉

の

'諸

物

、

機

關

渖

、

紡

績

H

場

ハ

大

砲

は

F

本

人

, ^
侵

■ 

:

.赂
考

忆

乇

次

が

、

1
!洋

赖

神

は

ィ

ン

ド

人

の

中

か

ら

自

©
な

人

間

と

；民

ま
 

.
、
虫

義

激

を

：作

つ

長

。
;:
六

〇

年

の

物

質

的

計

暨

ゆ

日

本

に

策

條

を

も

た

ら
 

:

し

ヽ

ノ

ー

ら

^

^
の

イ

ギ

ゾ

ス

め

敎

育

は

ィ

ン

ド

に

ネ

^

ル

を

生

ん

だ

の

バ

で
 

'

:あ

る

0
し

か

し

な

ら

ば

何

故

.ガ
ン

ジ

「

丨

や

ネ

ー

ル

.は

反

英

的

態

使

を

.

泶
す
の
.で
あ
ろ
ぅ
か
、'著
潘
は
こ
の
.點
に
つ
い
：て
は'
1
.言

も

觸

れ

て

.
い

な

 

.
い
？
白
本
が
明
治
雜
新
以
來
、
西
祥
は
り
物
質
而
の
-横
做
、
磺
取
に
努
必'

.ン
精
神
貺
の
そ
れ
を
無
視
し
た
と
い
ぅ
著
者
の
指
摘
は
花
し
い
0
そ
し
て
.
:- 

:

の
•德
文
明
以
精
神
的
迤
避
の
無
琎
解
が
日
本
を
琨
國
主
義
的
镲
略
渚
と

. 

:

し
.
’

遂
に
太
平
弹
戰
辦
を
起
し
て.
.日
本
自
ら
'0
死
に
至
ら
-L
^.
.た
と
'い
ぅ 

' 

:指
摘

も

妥

當

で

，
あ

ち

-5
0
'し
か
し
日
沐
の̂

國
生
義
的
政
策
と
英
國
の
淹

.モ

~
リ

'ス
>
ジ

ン

.

.キ

シ

，「

ァ

ジ

ァ

'と
，西

样

」

.

•

'
國
主
義
的
政
策
の
差
は
本
！

2
:
^

も

，
の

な

の

か

、

‘程
度
.の
刺
題
な
'の
で
あ 

.

る

の

か-:
0

な

る

ほ

ど

帝

國

主

義

下

の

朝

鮮

人

は

帝

國

主

蓊

下

の

イ

ン

ド

入 

'

ょ
り
%-
1

さ̂
.
.れ
た
'で
あ
ろ
ぅ
。̂

が
ム
そ
れ
が
著
潘
の
い
ぅ
ょ
ぅ
な
， 

日
本
痛
國
金
_
に
お
い
七
ば
自
由
主
義
、
.民
主
主
義
敗
想
に
奪
制
さ
れ
な 

か
つ
.た

た
め
^
資
^

奴̂
利
|

求
欲
が
赤
歡
々
；に
现
わ
れ
た
；の
だ
と
い

. 

'ぅ
こ
.と
で

十

分

，
に

解

明

さ

れ

.た

.の
で
、あ
6'
ぅ

か
0
:
.
植
民
本
國
と
し
て.の
.日
，
 

英
兩
阖
の
經
濟
構
造
の
分
析
に
ネ
つ
そ.、
ょ
ヶ
正
確
な
解
答
が
得
ら
れ
る
、
 

の
.セ
.は
な
か
6
ぅ
が
0
:'
ー

■'
•

.
新
.ア
ジ
ア
に
挺
い
て
最
も
重
耍
な
.國
は
ィ
ゾ
.ド
.と
.シ
' ナ
で
^
る
。(

R

 

.

.'265〕

,'.

兩
漭
は
共
に
.民
族
革
命
の
產
物
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
も
全
く
異 

.な
る
i

と
哲
學
を
.も
つ
。
'ィ
ン
ド
は
：自
由
主
義
を
,>
ン
.ナ
は
共
產
主
義
.. 

を
：選
擇
し
た
0
し
か
も
兩
者
に
と
つ
.て
の
最
高
の
課
題
は
共
通
で
あ
り
、 

.

.そ

..の
?^
.し
1'
貧
困
を
.い
：'か
.に
.，レ
て
終
ら
ぜ
.̂.
か
：、
少V

と
も
減
少
さ
..せ
る
. 

か
と
.
.い
ろ
こ
と
で
も
る
:0C

p
.
r
2
0
5
)

'--.,

兩
國
の
、ィ
ゾ
テ
リ
ゲ
シ
ッ
ィ
ア
ば 

.

.-
-
Co
§

が
近
代
技
術
の
.知
識
：に
ょ
つ
て
克
服
さ
れ
得
る
と
信
じ
る
ょ
ぅ 

に
な
：
つ
て
い
.る
0.
ィ

ン

ド

義

制

度

が

そ

の

'生

活

水

紙

昀

上

の

手 

.

段
4
し
^
最
も
効
架
的
^
あ
る
^
し
て
之
を
採
り
、
.シ
ナ
は
街
rl
:
{
主

義

制
 

度

の

下

で.は

生

活

水_
を
向
上
さ
ぜ
る
の
は
社
#
の
.
部̂
分
の
み
に
止
玄 

.

-

.
典

產

主

義

下

：
で
：
挞

じ

，め

で

金

社

會

の

®

が
救
出
さ
れ
る
と
信
■じ
る 

が
放
片
こ
の
-制

度

を

採

つ

た

：の

で

あ

;?
>
。
<
:
?，2
0
5

)
：

.そ

し

て.T -
ジ
ナ

の

■
七
一
' 

£

九

ー

ソ

“ 一



:

へ
へ
：
 

一
.
_雷

擧

篇

誌

'
.
:
-
ー
第
西
ナ

'3
£
.瀹
>
笫

脚
#
:''
:
へ
.

'

'
.
'
パ 

ー
溺
餘
：
の
輒
々
：
谈

敏

知

ら

ー

の

制

度

亦

事

實

^
最
も
—
變

嘗

、'
:为

-
特

權，
'

ル」

紙
含
あ
げ
.
る̂
_か
を
a
守
^
'で
^
ろ
う
？.
.
.
こ
の
-#
淨

'|
-お
v

--
t
::i
:
'--
t
>
.
ら
.て
，
 

か
勝
刹
漭
と
な
つ̂

國
を
恐
ら
く
榄
倣
す
，る
で
あ
ろ
う
。
も
'し

 >
:

ナ
ガ
成
. 

劝
し
そ
う
だ
と
い
う.こ
と
に
な
れ
ば
ィ
ン
ド
迄
、
自
分
の
诌
闺
主
義
を
棄
;
. 

て
て
北
ハ
摩
虫
義
に
行
く
か
も
し̂
な
い
。、.ナ
ジ
ア
人
は
土
池
改
苹
と
、
：少
' 

.
'ぐ
；
七

も

坐

活

水

姻

向

上

.の
，
希

菌

を

與
£'
.:?
>
こ

と

を

し

な
_'い
ハ
い
か
な
^
政

:

„ 

府
も
灾
捋
し
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を

一

ボ
し
て
い
る
。
.-^
. 

'
2
00

4)

そ 

れ
故
、
も
し
西
洋
、
卽
ち
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ユ
.
•
コ
モ
ン
ゥ
ェ
ル
ス
と
ア
メ

 

. 

.■
:リ
ガ
合
衆
國
が
共
產
主
義
の.潮
を
防
い
で
1|
1
1±
|
を
獲
得
し
よ
う
と
欲
す
る. 

な
ら
ば
、
•ィ
ン
.ド
が
シ
チ
■，よ
り
- ^

、
そ
1の
IL
L
の
ア
ジ
ア
■.諸
國
の
.樹
做
.
.の^
. 

め
に
よ
り
成
功
し
た
モ
デ
ル
を
提
供
す
る
よ
う
に
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

' 

. 

,い
0
ネ
シ
ド
.で
は
既
に
地
主
と
金®
業
溝
は
破
壊
さ
れ.だ
。
近

代

ィ

ゾ

ド
- 

.は
向
出
主
！

|

國
家
と
し
て
創
造
さ
れ
た
。
今
之
を
保
特
し
て
か
る
階
級
_は 

比

較

的

小

さ

，な

西

洋

化

さ

れ

た

中

流

階

級

.の

.上
層

部

F

あ
^

人
民
の
大 

.部
分
.は
右
に
も
左
に
も
偏
見
を
抱
い.て
い
な
い
。#:
ら

の

中

^
あ

る

者

は

赞 

M
上
挫
折
の
.中
か
^
革

，命

的

傾

向

次

示

し

て

い

'る
.
0
:
し
か
し
彼
ら
を
唯-—
.

. 

.

.つ
の
琪
に
よ
'つ
て
、
卽
ち
經
濟
的
繁
榮•.に
：よ

つ

て

自
ff
l
主
義
國
家
を
支
持 

■̂
■
る
侧
に
'獲
#'
で
含
る
で
.あ
ろ
う
。(

？
；
2
0
7

〕

；經
濟
的
繁
發
女
も
た
ら.
.
.

- 

十
た
め
に
ィ
ン
：ド
は
外
國
よ
り
資
本
と
孩
術
を
..必
要
と
ず
る
。.
幣̂
.に
-と
.

6
て
ぞ
れ
は
費
]̂
が
か
か
る
で
あ
ろ
う
。.
.ィ
ゾ
ド
の
.み
の
た
^
に
.
_ニ
億
ポ
‘

V
.ド
も
，か
.か
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
他
.の
諸
國
も
分
前
を
欲
す
る
こ
と 

.故
疑
い
な
い
。
し
か
し
い
か
に
費
用
が.か
か

：
つ

て

も

茴

出

且

つ

民

.主

的

な

ニ 

：

.

.

. 

_ 
ノ

.：
七
：
〒

：

£
.九
3

\

.

• 

.

.

.

. 

.

. 

- 

. 

.

.
: 

-

國
家
^
お
.
3
幻̂
^

-

甶̂
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